
令和４年度全国学力・学習状況調査の
調査結果の活用による指導改善に向けた説明会

県教育委員会事務局学ぶ力はぐくみ課

中 学 校 理 科 （概要編）



〈動画の内容〉

１ 調査問題について

２ 調査結果の概要

３ 本県の理科教育の課題等

国立教育政策研究所のwebページからダウンロード
することもできます。
解説資料
https://www.nier.go.jp/22chousa/pdf/22kaisetsu_chuu_rika.pdf

報告書
https://www.nier.go.jp/22chousakekkahoukoku/report/data/22msci.pdf



評価の観点と問題作成の枠組み
評
価
の

観
点 視点 説明

知
識
・技
能

知識

「事実的な知識」の問題では、自然の事物・現象についての基礎的・基本的な理解を
問う。「知識の概念的な理解」の問題では、「事実的な知識」を既有の知識と関連付け
たり活用したりする中で、他の文脈で活用できる程度に概念等を理解しているかを問う。

技能
「技能」の問題では、観察、実験の器具の操作、結果の記録や整理、処理などの技能に
関する知識を問う。

思
考
・判
断
・表
現

分析･
解釈

「分析・解釈」の問題では、事象の観察から抽出した要因や実験の結果などの情報を
分析して解釈し、判断したり推論したりすることを問う。

構想
「構想」の問題では、解決可能な課題を設定し、予想や仮説に基づいて観察、実験を計
画して、探究の過程を見通したり、構想したりすることを問う。

検討･
改善

「検討・改善」の問題では、科学的な探究の方法が適切か検討して改善したり、自他の
考えを多面的、総合的に捉えて妥当な考えに高めたり、探究の過程や方法を評価したり
することを問う。

１ 調査問題について



自然の事物・現象 科学的に
探究する力

課題の設定

仮説の設定

観察、実験の
実施

結果の処理

技能

知識
学びに向かう力、人間性

検証計画の立案

表現・伝達

考察・推論

課題の把握（発見）

課題の探究（追究）

課題の解決

１ 調査問題について

〈探究の過程の例 〉
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奈良県（公立）

全国（公立）

〈中学校理科の生徒の正答数分布グラフ〉
（横軸：正答数、縦軸：生徒の割合）

中学校理科における本県の傾向
〇正答数分布より
・全国より上位層が少なく、下位層が多い。

〇問題別調査結果より
・全ての分類で平均正答率が全国より低い傾向にあり、「エネルギー」を柱とする領域、「生命」を柱とする領域の問題
が特に低い傾向にある。

分類 区分
対象
問題数
（問）

平均正答率
差

奈良県 全国

全体 21 48 49.3

学習指導要
領の領域

「エネルギー」を柱とする領域 ６ 40.4 41.9 -1.5

「粒子」を柱とする領域 ５ 49.5 50.9 -1.4

「生命」を柱とする領域 ５ 55.0 57.9 -2.9

「地球」を柱とする領域 ６ 43.2 44.3 -1.1

評価の観点
知識・技能 ７ 44.5 46.1 -1.6

思考・判断・表現 14 49.1 51.0 -1.9

問題形式

選択式 15 48.1 49.6 -1.5

短答式 １ 25.8 24.8 1.0

記述式 ５ 50.2 53.5 -3.3

２ 調査結果の概要

※「学習指導要領の領域」については、一つの問題が複数の区分に該当する場合があるため、対象問題数と一
致しない。

〈分類・区分別集計〉中 学 校



２ 調査結果の概要

設問

知
識
・技
能

知識
事実的な知識 ２（１）、３（１）、 ５（１）、６（１）

知識の概念的な理解 １（１）、７（１）

技能 ５（２）

記述して解答する問題に
おいて、無解答率が高い
傾向にある。

設問

思
考
・判
断
・表
現

分析・解釈
２（２）、３（２）、３（３）、４（１）、4（２）、６（３）、
８（１）、８（３）

構想 １（２）、８（２）

検討・改善 ２（３）、５（３）、６（２）、７（２）



２ 調査結果の概要

設問

知
識
・技
能

知識
事実的な知識 ２（１）、３（１）、 ５（１）、６（１）

知識の概念的な理解 １（１）、７（１）

技能 ５（２）

記述して解答する問題に
おいて、無解答率が高い
傾向にある。

設問

思
考
・判
断
・表
現

分析・解釈
２（２）、３（２）、３（３）、４（１）、4（２）、６（３）、
８（１）、８（３）

構想 １（２）、８（２）

検討・改善 ２（３）、５（３）、６（２）、７（２）



２ 調査結果の概要

設問

知
識
・技
能

知識
事実的な知識 ２（１）、３（１）、 ５（１）、６（１）

知識の概念的な理解 １（１）、７（１）

技能 ５（２）

記述して解答する問題に
おいて、無解答率が高い
傾向にある。

設問

思
考
・判
断
・表
現

分析・解釈
２（２）、３（２）、３（３）、４（１）、4（２）、６（３）、
８（１）、８（３）

構想 １（２）、８（２）

検討・改善 ２（３）、５（３）、６（２）、７（２）



２ 調査結果の概要

設問

知
識
・技
能

知識
事実的な知識 ２（１）、３（１）、 ５（１）、６（１）

知識の概念的な理解 １（１）、７（１）

技能 ５（２）

記述して解答する問題に
おいて、無解答率が高い
傾向にある。

設問

思
考
・判
断
・表
現

分析・解釈
２（２）、３（２）、３（３）、４（１）、4（２）、６（３）、
８（１）、８（３）

構想 １（２）、８（２）

検討・改善 ２（３）、５（３）、６（２）、７（２）



小学校理科における本県の傾向
〇正答数分布より
・全国より上位層が少なく、下位層が多い。

〇問題別調査結果より
・全ての分類で平均正答率が全国より低い傾向にあり、「エネルギー」を柱とする領域、「地球」を柱とする領域の問題が特
に低い傾向にある。

分類 区分
対象
問題数
（問）

平均正答率
差

奈良県 全国

全体 17 61 63.3

学習指導要
領の領域

Ａ区分
「エネルギー」を柱とする領域 ４ 48.5 51.6 -3.1

「粒子」を柱とする領域 ５ 57.5 60.4 -2.9

Ｂ区分
「生命」を柱とする領域 ５ 72.8 75.0 -2.2

「地球」を柱とする領域 ５ 61.5 64.6 -3.1

評価の観点
知識・技能 ６ 59.7 62.5 -2.8

思考・判断・表現 11 61.1 63.7 -2.6

問題形式

選択式 11 64.7 66.8 -2.1

短答式 ３ 62.2 66.2 -4.0

記述式 ３ 43.9 47.3 -3.4

小 学 校

〈小学校理科の児童の正答数分布グラフ〉
（横軸：正答数、縦軸：児童の割合）

〈分類・区分別集計〉

※「学習指導要領の領域」については、一つの問題が複数の区分に該当する場合があるため、対象問題数と一
致しない。

２ 調査結果の概要



２ 調査結果の概要

設問

知
識
・技
能

知識
事実的な知識 １（３）

知識の概念的な理解 ３（１）、４（４）

技能 ２（１）、２（２）、３（２）

設問

思
考
・判
断
・表
現

分析・解釈 １（４）、１（５）、２（４）、３（４）、４（１）、４（３）

構想 １（１）、４（２）

検討・改善 １（２）、２（３）、３（３）

記述して解答する問題に
おいて、無解答率が高く、
平均正答率が低い傾向
にある。



２ 調査結果の概要

設問

知
識
・技
能

知識
事実的な知識 １（３）

知識の概念的な理解 ３（１）、４（４）

技能 ２（１）、２（２）、３（２）

設問

思
考
・判
断
・表
現

分析・解釈 １（４）、１（５）、２（４）、３（４）、４（１）、４（３）

構想 １（１）、４（２）

検討・改善 １（２）、２（３）、３（３）

記述して解答する問題に
おいて、無解答率が高く、
平均正答率が低い傾向
にある。



２ 調査結果の概要

理科の学習意欲に関する調査結果の経年変化

理科の勉強は好きですか 理科の勉強は大切だと思いますか 理科の授業の内容はよく分かりますか

理科の授業で学習したことを、普段の生活の中で
活用できないか考えますか

理科の授業で学習したことは、将来、社会に出たと
きに役に立つと思いますか

・小学校では、調査開始年度と比べ、「活用
できる」、「役に立つ」の項目において、肯定
的回答の割合は若干増加傾向にある。

・中学校では、調査開始年度と比べ、すべて
の項目において、肯定的回答の割合は増加
傾向である。



２ 調査結果の概要

理科の学習への取組に関する調査結果の経年変化
理科の授業では、自分の予想をもとに観察や実験
の計画を立てていますか

理科の授業で、観察や実験の結果をもとに考察し
ていますか

理科の授業で、観察や実験の進め方や考え方が間
違っていないかを振り返って考えていますか

・理科の学習への取組に関する全ての項目
において、肯定的な回答をしている児童生
徒の割合が増加している。

★具体例を示し考察する学習活
動を繰り返す

考察

（根拠となるもの）だから、

（考えたことや
判断したこと）

と考えられる。

「根拠となるもの」
と「考えたことや判
断したこと」の両者
を区別しながら記
述する学習活動を
繰り返し、取り組む
ことが大切です。



２ 調査結果の概要

小 学 校 中 学 校

理科の勉強は
好きですか

理科の授業の
内容はよく分
かりますか

理科の勉強は大
切だと思いますか

理科の授業で学習した
ことを、普段の生活の
中で活用できないか考
えますか理科の授業で学習した

ことは、将来、社会に出
たときに役に立つと思
いますか

理科の授業では、自分
の予想をもとに観察や
実験の計画を立ててい
ますか

理科の授業で、観察
や実験の結果から
どのようなことが分
かったのか考えてい
ますか

理科の授業で、観察や
実験の進め方や考え方
が間違っていないかを
振り返っていますか

理科の勉強は
好きですか

理科の授業の
内容はよく分
かりますか

理科の勉強は大
切だと思いますか

理科の授業で学習した
ことを、普段の生活の
中で活用できないか考
えますか

理科の授業で学習した
ことは、将来、社会に出
たときに役に立つと思
いますか

理科の授業では、自分
の予想をもとに観察や
実験の計画を立ててい
ますか

理科の授業で、観察
や実験の結果をもと
に考察していますか

理科の授業で、観察や
実験の進め方や考え方
が間違っていないかを
振り返っていますか

小学校では、ほぼ全国平均並みである。中学校では、学習への取組に関する項目で全国より大きく下回っている。
また、小学校、中学校ともに学習意欲に関する項目の中で「活用する」が、他の項目と比べると、肯定的回答の割合が
低くなっている。



２ 調査結果の概要

理科の学習への取組に関する調査結果と平均正答率

理科の授業では、自分の予想をもとに観察や実験
の計画を立てていますか

理科の授業で、観察や実験の結果をもとに考察し
ていますか

理科の授業で、観察や実験の進め方や考え方が間
違っていないかを振り返って考えていますか

１ 当てはまる
２ どちらかといえば、
当てはまる
３ どちらかといえば、
当てはまらない
４ 当てはまらない

・理科の学習への取組に関する項目に肯定的
な回答ほど、平均正答率が高い傾向にある。

・児童生徒が科学的に問題解決する学習活
動や探究する学習活動をより一層充実させる
ことが大切である。

結果の予想と異なる
結果が出る場合は？

［課題］
だ液によってデンプンはどのような物質
に変化するのだろうか。

［仮説］
だ液によってデンプンは麦芽糖に変化
する。

［結果の予想］
（デンプン＋だ液）
①ヨウ素溶液に対する反応：変化なし
②ベネジクト溶液に対する反応

：赤褐色の沈殿

①で、青紫色に変化した
ら、どう考えたらいいの
かなぁ？

②も変化しなかったらど
う考えたらいいのか
なぁ？

このような場面を想定することで、
課題を解決するまでの探究の過
程を見通し、主体的に取り組む
ことができます。

★探究の方法について検討する



２ 調査結果の概要

学校質問紙における回答状況

理科の授業において、前年度に、児童生徒が観察や実験をする授業を１クラス当たりどの程度行いましたか

H30

R04

小 学 校 中 学 校

前回と比較すると、 「週１回以上」と回答した学校は、小学校では6.9ポイント、中学校では22.1ポイント下回っている。



３ 本県の理科教育の課題等

探究の過程全体を生徒が主体的に行えるようにすることが大切。
また、身近な生活と理科で学習した知識を結びつけるような授業改善が必要。

〇 学習意欲に関する質問項目のすべてにおいて、前回より肯定的回答の割合が増加している。しかし、
全国平均との比較において、「よく分かる」以外で下回っている。

〇 学習への取組に関する質問項目において、前回より肯定的回答の割合が増加している。しかし、全国
平均との比較において、すべての項目で下回っている。

〇 「知識・技能」では、「知識の概念的な理解」において課題が見られる。

〇 「思考・判断・表現」では、「考えの妥当性を検討して改善したりすること」に課題が見られる。


